
（別紙4） 公立病院改革プランの概要

団　　体　　名 宮崎県宮崎市

プランの名称 宮崎市病院事業経営計画

策　　定　　　日 平成　　　21年　　　　3月　　　30日

対　象　期　間 平成　　20年度　　　～　　　　　　　平成　　24年度

病院名 宮崎市立田野病院

病
院
の
現
状

所在地 宮崎市田野町乙7696番地

病床数 一般病床42床

診療科目 内科、小児科、外科、整形外科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科

公立病院として今後果たすべき役
пi概要）

i注）詳細は別紙添付

田野地域で唯一の病院として、また、宮崎市で唯一の市立病院として、宮崎市南部の医
ﾃを支えるとともに、病院に併設する介護老人保健施設や他の医療機関との連携によ
閨A地域住民の健康と福祉の増進を図る。

@地域に根ざした医療
A救急医療の確保
Bプライマリーケアの充実

C介護施設等との連携

一般会計における経費負担の考
ｦ方（繰出基準の概要）

i注）詳細は別紙添付

上記の役割に資するため、一般会計から病院事業会計に対して次の財政措置を行う。
@普通交付税及び特別交付税の算定基準を基に算定した額
A介護老人保健施設の建設費の償還及び病院事業会計職員に対する予防接種に
@要する経費

財務に係る数値目標（主なも
ﾌ）

19年度実績 20年度 21年度 22年度 23年度 備考

経常収支比率（病院） 102．8曳 102．5腸 101．5％ 86．1％ 90．5佑

経常収支比率（老健） 101．5帖 98．5覧 98．6％ 98．6％ 98．6帖

経常収支比率【全体】 102．5鮎 101．4％ 100．7瓢 89．0％ 92．4％

職員給与費比率（病院） 120．4軸 77．4％ 77．4瓢 77．4瓢 フ6、6鵯

職員給与費比率（老健） 79、4覧 82．0％ 82．0％ 82．0％ 82．0覧

職員給与費比率【全体】 108．7％ 78．7瓢 78．7％ 78．7％ 78．2覧

病床利用率 101．3％ 98．0曳 98．0％ 98．0％ 98．0％

経
営
効
率
化
に
係
る
計
画

平均在院日数 23．5日 23．0日 23．0日 23、0日 23．0日

一日平均外来患者数 121．8人 130．0人 130、0人 130、0人 140、0人

一日平均入所者数 46，0人 47．0人 4フ．0人 47．0人 47．0人

一日平均通所者数 15．3人 18．0人 18．0人 18．0人 侶．0人

上記目標数値設定の考え方

本市の病院事業は、附帯事業として介護老人保健施設rさざんか苑』を設置しているた
ﾟ、介護老人保健施設事業に係る指標を設定した。また、病床利用率はほぼ100％であ
驍ｽめ、経常収支に係る他の指標として、平均在院日数と外来患者数を選択した。

i経常黒字化の目標年度：24年度）

ｦ平成21～23年度の病院改築整備により一時的に赤字となる見込み
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団体名 宮崎市
（病院名） （宮崎市立田野病院）

公立病院としての医療機能に係る
白l目標（主なもの） 19年度実績 20年度 21年度 22年度 23年度 備考

救急車による患者数 82人 90人 90人 90人 90人 年間延べ人数

手術件数 24件 25件 20件 20件 25件 年間延べ件数

健康相談件数 280件 300件 300件 300件 300件 年間延べ件数

民間的経営手法の導入 し、アウトソーシングを積極的に取り入れる。
給食部門、清掃、事務部門など業務の効率化及び経費削減が見込まれるものを精査

数
値 看護体制の整備と在院日数の管理強化によって、平成19年度に入院基本料を15：1か
『
目
標
一

事業規模・形態の見直し
ら13：1ヘランクアップさせた。

病床数については、利用率が100％前後で推移していることに加え、近隣診療所の保有

．
達
成
に

病床数が減少していることから、将来的な増床の可能性を検討する。

向
け
て
φ

支出の中で大きな割合を占める人件費について、臨時・嘱託職員の活用、業務の兼務

経
営
一

一
具
体
的
・

経費削減・抑制対策

減を図る。

化等によってその抑制を図る。

また、ジェネリック医薬品の活用や省エネルギー・省資源対策の強化により、経費の削

効 な

率 取

化 組

に 及
改築整備に伴う病院機能の活用と各種指導の強化により増収を図る。

係 び
・永久磁石型オープンMR1の導入

る
計

実
施
．

収入増加・確保対策 ・病室の構成と室料の見直し、デイルームでの食事提供・検診機能の充実、利用者の利便性の向上、それらのPR強化

画 『
時
期

・薬剤管理指導、栄養指導の件数増

その他

各年度の収支計画 別紙のとおり

そ 病床利用率の状況 17年度 102．70％ 18年度 95．40％ 19年度 101．30％

の
他
一 平成18年1月の宮崎市・田野町の合併により、新市建設計画の重要事業に病院整備が
の 病床利用率の状況を踏 位置付けられ、現在地で診療を続けながら改築工事を行う方針が決定された。（診療科
特 まえた病床数等の抜本 目、病床数は現在と同じ）

記 見直し、施設の増改築 18年度 田野病院等整備基本計画書の策定
事 計画の状況等 19～20年度 基本・実施設計

項 21～23年度 病院改築工事（22年度に一部共用開始、23年度末に整備完了）
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団体名 宮崎市
（病院名） （宮崎市立田野病院）

宮崎東諸県医療圏（1市3町）における病院数は41（うち国立2、県立2、市立1）で、既

二次医療圏内の公立病院等 存病床数は基準病床数を上回っている。

配置の現況 また、田野地域における医療機関は、市立病院1（42床）、有床診療所1（19床）、無床

再

診療所3という状況にある。

編 圏域内の市町村立病院は、宮崎市立田野病院のみであり、 「再編・ネットワーク化』の対

・
ネ
ツ

都道府県医療計画等における
｡後の方向性 られる。

象となる他の市町村立病院は無いが、今後とも最大限の経営の効率化を図りながら、当
Y病院の役割に応じて、圏域内の他の医療機関との連携を深めていくことが必要と考え

ト
ワ

※平成21年3月宮崎県策定のr市町村立病院の今後のあり方について」から抜粋

1
再編・ネットワーク化計画の概

＜時期＞　　　　　　　i＜内容＞

ク
化
に
係
る
計
画

要及び当該病院における対応
v画の概要

i注）

@1詳細は別紙添付
@2具体的な計画が未定の
@　場合は、①検討・協議の
@　方向性、②検討・協議体

平成25年度

@　　　　　　　　　　い。

@　　　　　　　　　　携を深めていく。

　再編・ネットワーク化については、周辺病院の動向を注視

制、③検討・協議のスケ

ジュール、結論を取りま

とめる時期を明記するこ
ﾆ。

経営形態の現況 戸公営企業法財務適用　　r公営企業法全部適用 r地方独立行政法人

（該当箇所に戸を記入）
　　　　　　　　　　　『
虫w定管理者制度 r一部事務組合・広域連合

経

経営形態の見直し（検討）の方向ｫ 9公営企業法全部適用　　戸地方独立行政法人 r指定管理者制度

■
営
影

（該当箇所にFを記入、検 r民間譲渡

一
態
見
’

討中の場合は複数可）
r診療所化 r老健施設など、医療機関以外の事業形態への移行

直
し 経営形態見直し計画の概要

＜時期＞　　　　　　　iく内容＞

に 平成26年度 本市の病院事業は、平成11年度から毎年度黒字を確保し

係
る
計
画

（注）

@1詳細は別紙添付
@2具体的な計画が未定の
@　場合は、①検討・協議の
@　方向性、②検討・協議体
@　制、③検討・協議のスケ
@　ジュール、結論を取りま
@　とめる時期を明記するこ
@　と。

況にある。

ilii難難欝欝は、3年間に渡る施設の改築整備を予定していることから、

H事期間中の患者動向や完了後の効果、整備に要する実
o費など不確定な要素が多数あり、収支の推計が困難な状

]って、当面は現形態のまま最大限の経営努力を行うとと
烽ﾉ、各指標のローリングと分析を随時行いながら、整備完

点
検 点検・評価は、健康管理部に総務部、財務部を加えた庁内組織にて行う。

■
点検・評価・公表等の体制 （構成） 健康管理部長、病院長、総務医事課、保健所長、保健総務課、

評 （委員会等を設置する場合そ 総務部長、人事課、財務部長、財政課）

価
の概要）

■
公

公表方法は、宮崎市ホームページヘの掲載と市民情報センターでの閲覧対応とする。

表
等

点検・評価の時期（毎年0月
｠等）

決算報告前の9月～10月

その他特記事項
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（別紙） 団体名
（病院名）

宮崎市（宮崎市立田野病院）

1．収支計画（収益的収支） （単位1百万円、％）

　　　　　　　年度

謨ｪ

18年度〔贈 19年度｛皇㈲ 20年度｛見込｝ 21年度 22年度 23年度

1．医　　業　　収　　益a 494 544 530 530 530 535

収
（1）料　　金　　収　　入 479 532 519 519 519 524

（2）そ　　　　の　　　　他 15 11
一　　　11

11 11 11

うち他会計負担金
0 0 0 0 0 0

2．医　　業　　外　　収　　益 346 563 307 323 326 328

（1）他会計負担金・補助金 129 334 84 101 103 105

（2）国　（県　）補　助　金 3 1 1 1 1 1

入
（3）そ　　　　の　　　　他 213 228 222 222 222 222

経　　　常　　　収　　　益（A） 840 1，106
837 853 856 863

支 1．医　　業　　費　　用b 579 843 588 603 729 690

（1）職　　員　　給　　与　　費　c 422 655 410 410 410 410

（2）材　　　　料　　　　費 93 106 110 110 110 110

（3）経　　　　　　　　　費 49 52 53 53 53 53

（4）減　　価　　償　　却　　費 13 27 12 10 8 43

（5）そ　　　　の　　　　他 1 3 3 20 148 74

2．医　　業　外　　費　用 246 237 237 244 233 243

（1）支　　　払　　利　　息 15 15 14 21 10 20

（2）そ　　　　の　　　　他 230 222 223 223 223 223

出
経　　　常　　　費　　　用（B） 824 LO79 825 84フ 962 933

経　常　損　益　（A）一（B）　　　　（C） 16 27 12 6
▲106 ▲71

1．　特　　　　男II　　　　和1　　　　益　（D） 0 0 0 0 0 0

一
別
損
益

2，特　　　別　　　損　　　失（E） 0 0 0 0 0 0

特別損益（D）一（E）　　　（F） 0 0 0 0 0 0

純　　　　　損　　　　　益　　　（C）＋（F） 16 27 12 6
▲106 ▲71

累　　　積　　　欠　　　損　　　金（G） ▲19 ▲45 ▲29 ▲35 了1 142

流　　　動　　　資　　　産（ア） 543 839 861 855 908 899

不 流　　　動　　　負　　　債（イ） 37 23 23 23 23 23

良 う　ち　一　時　借　入　金 0 0 0 0 0 0

翌　年　度　繰　越　財　源（ウ） 0 0 0 0 0 0

債 覧　　　同　　　　で　　口入　　　　　　　　（エ）又　は　未　発　行　の　額

0 0 0 0 0 0

務 差引不　　　　　　　　　　　（オ）　（イ）一（エ）　　　（ア）一（ウ）

▲506 ▲816 ▲838 ▲831 ▲885 ▲8フ6

単　年　度　資　金　不　足　額（※） ▲32 ▲310 ▲22
7

▲54
9

経 常　収　支　比　率τx100 101．9 102．5 101．4 100．7 89．0 92．4

不　良　債　務　比　率　　a　X100 ▲102．3 ▲150．0 ▲158．1 ▲156．8 ▲167．0 ▲163．7

医　業　収　支　比　率一一号一x100 85．5 64．5 90．1 87．8 72．7 77．5

職員給与費対医業収益比率趨一×100 85．2 120．4 刀，4 77．4 刀．4 76．6

方財酷施行令獅条鯖瀬　　　　（H）により算定した貴金の不足額 0 0 0 0 0 0

地方財政法上の資金不足の割合　　　　x100　　　　　　　a
0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0

四　　・　　　　　　　　　　　　　こ　　　　，
0．0 0．0 0．0 0．0 0．0 0．0

病　　　床　　　利　　　用　　　率 95．4 101．3 98．0 98．0 98．0 98．0

（※）N年度における単年度資金不足額については、次の算式により算出すること。

　orN年度単年度資金不足額』＝（rN年度の不良債務額』一rN－1年度の不良債務額』）
　・不良債務額が負の数となる場合（不良債務が発生しない場合）においても負の数で上記単年度資金不足額を算出すること

　例）「22年度単年度資金不足額▲30百万円』＝〔「22年度不良債務額▲20百万円』一「21年度不良債務額10百万円」）



団体名
（病院名）

宮崎市（宮崎市立田野病院）

2．収支計画（資本的収支） （単位：百万円、％）

区

18年度（賄 19年度〔甕縞〕 20年度〔脚 21年度 22年度 23年度

1．企　　　　　業　　　　　債 0 0 0 0 425 575

2．他　　会　　計　　出　　資　　金 0 0 0 0 0 0

3．他　　会　　計　　負　　担　　金 8 11 12 12 10 10

収
4．他　　会　　計　　借　　入　　金 0 0 0 0 0 0

5．他　　会　　計　　補　　助　　金 0 0 0 405 259 0

6、国　（　県　）　補　助　金 0 0 0 0 0 41

フ．そ　　　　　の 0 0 0 0 0 0

収　　入　　計　　　　（a） 8 11 12 417 694 627

入 つち翌　　　へ　　り　　　　　　　　（b）支出　の財源充　当額
0 0 0 0 0 0

前年度許可債で当年度借入分　（o） 0 0 0 0 0 0

純計（a）一1（b）＋（c）｝　　　（A） 8 11 12 417 694 627

1．建　　設　　改　　良　　費 0 3 7
416　一

686 678

2、企　　棄　　債　　償　　還　　金 12 12 13 50 10 10支
　
　
　
出

3．他会計長期借入金返還金
0 0 0 0 0 0

4、そ　　　　　の
0 0 0 0 0 0

支　　出　　計　　　　（B） 12 15 20 466 696 689

差 引不足額（B）一（A）　　　（C） 4 4 8 49 2 62

1．損　益勘　定　留　保　資　金 4 4 8 4 0 0

補
2、利　益　剰　余　金　処　分 0 0 0 45 2 62

て
ん
財
源

3．繰　　越　　工　　事　　資　　金 0 0 0 0 0 0

4．そ　　　　　の 0 0 0 0 0 0

計　　　　　　（D） 4 4 8 49 2 62

補てん財源不足額（C）一（D）　　　（E） 0 0 0 0 0 0

卑　　　同　　　　　で　　　入　　　　　　　　　（F）又　は　未　発　行　の　額

0 0 0 0 0 0

実質財源不足額　　　（E）一（F） 0 0 0 0 0 0

1，複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。

2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

3．一般会計等からの繰入金の見通し
（単位：百万円）

18年度（蝋） 19年度〔簑㈲ 20年度（肥 21年度 22年度 23年度

収　益　的　収　支
（53）

P29

（260）

R34

（11）

W4

（11）

P01

（10）

P03

（9）

P05

資　本　的　収　支
（8）

W

（8）

P1

（9）

P2

（9）

P2

（10）

P0

（10）

P0

合　　計
（60）

P37

（269）

R45

（20）

X6

（20）

P13

（20）

P13

（20）

P16

（注）

1　（）内はうち基準外繰入金額を記入すること。
2　「基準外繰入金』とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り入れられる

　繰入金以外の繰入金をいうものであること。



本計画の対象期間は、平成20年度から平成24年度までの5年間とする。

また、計画の内容については、点検・評価を行いながら、随時見直しを行うものとする。

雌藍
宮崎市立田野病院

所在地 宮崎市田野町乙7696番地

構造※
（現　在）鉄筋コンクリート造2階建て　延床面積2，587．02㎡

i改築後）鉄筋コンクリート造3階建て　延床面積4，128．81㎡

病床一数 一般病床　42床

診療科目
内科、小児科、外科、整形外科、耳鼻いんこう科

潟nビリテーション科

※平成21年度から現在地で改築整備に着手し、平成22年度中に一部共用開始、

　平成23年度末に整備完了の予定。

宮崎市介護老人保健施設rさざんか苑」

所在地 宮崎市田野町乙7691番地3

構　　造 鉄筋コンクリート造2階建て　延床面積1，853．03㎡

定　　数 （入所）50床　　（通所）20人

2．公立　　としてく　　た　べ

　田野地域（合併前の旧田野町）で唯一の病院として、また、宮崎市で唯一の市立病院と

して、宮崎市南部の医療を支えるとともに、病院に併設する介護老人保健施設や他の医療

機関との連携により、地域住民の健康と福祉の増進を図る。

①地域に根ざした医療

　　訪問診療や看護体制の強化により在宅医療の充実を促進し、家庭と病院との連携を強

　化することによって、安心・安全で家族と共に支えられた在宅での療養を可能にする。

②　救急医療の確保

　　宮崎市南部地域の救急医療を支える。

　　他の救急指定病院や大学病院、県立病院、専門性の高い病院との連携により、救急患

　者に対する初期救急、重度救急、高度救急など状況に応じた適切な対応を行う。

③プライマリーケアの充実

　　超高齢化社会に対応すべく、患者のみならず家族を含めた医療サポートを行い、患者

　及び家族の精神的負担等の軽減を図る。
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④介護施設等との連携

　　近隣施設への定期的な訪問診療の定着化を図り、施設及び利用者の負担軽減と健康管

　理の充実を促進する。

3，一　ムー1こ瓠 の　え

前記の役割に資するため、一般会計から病院事業会計に対して次の財政措置を行う。

①普通交付税及び特別交付税の算定基準を基に算定した額

②　介護老人保健施設の建設費の償還及び病院事業会計職員に対する予防接種に

　要する経費

（1）主な数値目標

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 備考

経常収支比率（病院） 102．8％ 102．5％ 101．5％ 86．1％ 90．5％ 100．2％

経常収支比率（老健） 101．5％ 98．5％ 98．6％ 98．6％ 98．6％ 100．6％

経常収支比率【全体】 102．5％ 101．4％ 100．7％ 89．0％ 92．4％ 100．3％

職員給与費比率（病院） 120．4飴 77．4％ 77．4％ 77．4％ 76．6％ 70．6％

職員給与費比率（老健） 79．4％ 82，0弘 82、0覧 82．0％ 82．0％ 80．1％

職員給与費比率【全体】 108．7％ 78．7％ 78、7弘 78．7％ 78．2％ 73．2％

病床利用率 101．3％ 98．0％ 98．0％ 98．O％ 98．O％ 98、O瑞

平均在院日数 23．5日 23．O日 23．0目 23、O日 23、0日 22、5日

一日平均外来患者数 12L8人 130．O人 130．0人 130．O人 140、0人 150、O人

一日平均入所者数 46．0人 47，0人 47，0人 47、0人 47，0人 48，0人

一日平均通所者数 15，3人 18．0人 18，0人 18，0人 18，0人 18．5人

救急車による患者数 82人 90人 90人 90人 go人 95人 年間延べ人数

手術件数 24件 25件 20件 20件 25件 35件 年間延べ件数

健康相談件数 280件 300件 300件 300件 300件 400件 年間延べ件数

・　本市の病院事業は、附帯事業として介護老人保健施設rさざんか苑」を設置している

ため、病院だけでなく介護老人保健施設事業に係る指標を数値目標に設定している。

・　経常収支については、平成11年度から21年度まで継続して黒字を確保しているとこ

ろであるが、22年度と23年度においては、病院の改築整備に伴う現施設の除却処理が

発生するため、一時的に赤字を計上する見込みとなっている。
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（2）目標達成に向けた取組み

①民間的経営手法の導入

　　給食部門、清掃、事務部門など業務の効率化及び経費削減が見込まれるものを精査し、

　アウトソーシングを積極的に取り入れる。

②　事業規模・形態の見直レ

　　看護体制の整備と在院日数の管理強化によって、平成19年度に入院基本料を15：1

　から13：1ヘランクアップさせた。

　　病床数については、利用率が100％前後で推移していることに加え、近隣診療所の保

　有病床数が減少していることから、将来的な増床の可能性を検討する。

③経費削減・抑制対策

　　支出の中で大きな割合を占める人件費について、臨時・嘱託職員の活用、業務の兼務

　化等によってその抑制を図る。

　　また、ジェネリック医薬品の活用や省エネルギー・省資源対策の強化により、経費の

　削減を図る。

④収入増加・確保対策

　　改築整備に伴う病院機能の活用と各種指導の強化により増収を図る。

　　・永久磁石型オープンMR　Iの導入

　　・病室の構成と室料の見直し、デイルームでの食事提供

　　・検診機能の充実、利用者の利便性の向上、それらのP　R強化

　　・薬剤管理指導、栄養指導の件数増

（3）各年度の収支計画

【別紙に記載】

5，　　一・い’トワー　 ヒに、　’画

（1）二次医療圏内の公立病院等配置の現況

　宮崎東諸県医療圏（1市3町）における病院数は41（うち国立2、県立2、市立

1）で、既存病床数は基準病床数を上回っている。

　また、田野地域における医療機関は、市立病院1（42床）、有床診療所1（19床）、

無床診療所3という状況にある。
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〔2）宮崎県医療計画等における今後の方向性

　平成21年3月に宮崎県が策定したr市町村立病院の今後のあり方について」におい

て、次のような記載がなされている。
ド　ド　コ　ペ　ロド　一曹　ロ　ロ　リ　　ロララロペ　ペ　トロ　ロ　ド　ト　コ　コ　ペ　ペ　トペ　ド　　ロ　ロ　ヨ　　　　　コラ　ド　ド　ド　ド一曹　ロ　　ド　コ　ラペ　ド　ド　トロ　ロ　ロ　　　コ　ラ　ドラ　ト　ド　ド　一一ヨ　ドコ　ラ　ロ　ド　ド　トロ　ド　コ

ロ

：　圏域内の市町村立病院は、宮崎市立田野病院のみであり、「再編・ネットワーク　i
ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナi化」の対象となる他の市町村立病院は無いが、今後とも最大限の経営の効率化を図：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドロ

：りながら、当該病院の役割に応じて、圏域内の他の医療機関との連携を深めていく　i
ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペド

1ことが必要と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
』，＿一昌一＿一一－曹一冒＿一昌一昌－一＿－一一曹冒一一一昌一－一－曹一＿曹冒一一昌一－－一一－－¶一一一一一一一－一－甲r一昌一昌－一一一一曹一一昌一一一昌一一」

（3）再編・ネットワーク化に係る検討

　再編・ネットワーク化については、上記のとおり現時点での実現性はないと思われる

が、引き続き周辺病院の動向を注視しながら、県や関係機関との情報交換及び必要に応

じた協議を行っていきたい。

　また、地域連携については、現在すでに県立宮崎病院や宮崎市郡医師会病院など複数

の病院のクリティカルパスに加入しているが、今後もこの拡大・強化を図りながら更に

連携を深めていく。

6， 多　の しに、　’i面

　田野病院では、昭和43年度から公営企業会計（財務適用）を導入し、平成U年度から

毎年度黒字を確保し安定した経営を続けている。

　しかしながら平成21年度以降については、3年間に渡る施設の改築整備を予定してい

ることから、工事期間中の患者動向や完了後の効果、整備に要する実経費など不確定な要

素が多数あり、収支の推計が困難な状況にある。

　従って、当面は現形態のまま最大限の経営努力を行うとともに、各指標のローリングと

分析を随時行いながら、整備完了後3年程度を目処に方向性を取りまとめたい。

7， ・断　　の

　本計画の点検・評価については、健康管理部に総務部、財務部を加えた庁内組織で行い、

その時期は、決算報告前（9月～10月）に毎年行うものとする。

　（構成）健康管理部長、病院長、総務医事課、保健所長、保健総務課、

　　　　　総務部長、人事課、財務部長、財政課

　また、本計画の公表については、宮崎市ホームページヘの掲載と市民情報センターでの

閲覧にて行うものとする。

4


